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天神川河川防災ステーションの完成式を行います。 
   
  天神川水系において、洪水時に迅速な対応を図るため、水防拠点の整備を

平成２２年度から、国土交通省、倉吉市が一体となり進めてまいりました。
この度、天神川河川防災ステーション内の倉吉市防災センターへ消防局の移
転が完了したので、完成式を行います。 

 

 

 

 

    
▶日時  

平成 2７年３月７日（土）１０:３0～ 
    
  ▶場所  

天神川河川防災ステーション  
倉吉市福守町４１５－２ 

 
  ▶式次第（予定） 

・挨拶 
・来賓祝辞 

 ・祝賀行事 
    
   ▶主催 
   鳥取中部ふるさと広域連合 
   倉吉市 
   国土交通省 中国地方整備局 倉吉河川国道事務所 
 

 

 

【問い合わせ先】 

  国土交通省中国地方整備局 

   倉吉河川国道事務所   ＴＥＬ（０８５８）２６－６２２１（代表） 

         副所長（事務）      森脇 和宏（もりわき かずひろ） 

         副所長（河川）      川上 暁洋（かわかみ あきひろ）    

【担当】 総務課長         松尾 信一（まつお  しんいち） 

          調査設計第一課長（河川） 柳田 敏信（やなぎだ としのぶ） 

【広報担当窓口】 

調査設計第二課長 小田 嘉幸（おだ よしゆき）          

 
倉吉河川国道事務所ホームページアドレス：http://www.cgr.mlit.go.jp/kurayoshi/ 

 
 

お知らせ 



天神川河川防災ステーション

天神川水系は急流河川であり、一度氾濫すると県・市・町の行政庁舎等水防拠点が
浸水する恐れがあります。また、水防資材も各地に点在しているなど、洪水時に迅速な
対応が困難な状況でした。
倉吉市では自主防災組織を強化しているものの、近年の異常気象による経験したこと

のない豪雨に対応するために水防活動の拠点が必要となっていました。
このため、平成21年度に天神川秋喜地区防災ステーション整備計画を定め、平成22

年度から、国土交通省、鳥取県、倉吉市が一体となり、整備着手しました。平成24年度
には災害対策車両庫建築、場内整備が完了し、平成25年度には防災センターが建築さ
れました。
今後、水防活動・緊急復旧活動の拠点としての役割が期待されています。

国･県･市･町の行政枠を超えた現場指令基地
～災害時・平常時とも守る安心～

■防災センター
防災ステーションの中心となる施設です。

■災害対策車両庫
災害対策車を格納する施設です。

■備蓄資材置き場
水防活動時に使用する土砂･ブロックを
備蓄しています。

みんなの安全
を守るよ!!

天神川河川防災ステーション施設概要

天神川河川防災ステーション 施設面積 12,423㎡
防災センター 敷地面積 439 ㎡

天神川
河川防災
ステーション

2014年5月時点

防災センター

備蓄資材 災害対策車両
名称 数量 単位 車両 台数

根固ブロック2t型 388 個 排水ポンプ車 3
大型連節ブロック 1,120 m2 照明車 3

砕石 285 m3 対策本部車 1
土砂 2,100 m3 待機支援車 1

衛星通信車 1
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682 0018 1 18

Tel 0858 26 6221
682 8611 722

Tel 0858 22 8111
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